H20.7.26付け見積りに関する確認事項
	項目
	確認事項
	太田様回答20.8.2
	更問い
	太田様回答　20.8.6
	返信　20.8.9

	P.1　建築内容
	バルコニーが4.0ｍ2となっていますが、9.9ｍ2ではないのでしょうか？
	表紙の工事面積のｍ2が違っていました

見積り内容は9.9ｍ2ですので金額変更はありません。
	了解しました。
	
	

	仮設工事
	外部足場の266ｍ2の数値の根拠は？
	外周の寸法にそれぞれ１５００を足して高さをかけた数字です。北面10.92+1.5ｘ6.3＝といった具合です。

それぞれの変にこの計算式を用いて算出しました。1.5足している訳は、建物の外側に足場を組む事から、その伸びの寸法になっています。
	了解しました。
	
	

	木工事
	
	
	（新規）

今更気づきましたが、土台が105×105で、通柱が120×120となっておりますが、土台も120×120にしなくて良いのでしょうか？

これを言い出すと、基礎の設計からやり直しになるのでしょうけど。
	通常の土台は１０５角を使用しています。柱の立つ位置は、外側の面を平らに合わせて大きい分は内側に出るような形で立てています。土台を通し柱に合わせて120角を使うということは理想の形になりますが、強度的には問題無いという事から、金額アップの比較を考えてその様にしています。
金額を無視した場合、120角が良いという事は言うまでもありません。

では、差額はどの位かと言いますと、

1本の差額が1385ですので、ｘ21本＝

29.085円になります。小さな金額に見えますが、この積み重ねなんですね、見積りって。


	了解しました。
基礎の立ち上がり部分の幅が120mmですので、単純に土台の寸法を大きくすることだけでは済まないだろうと思いますし、構造強度上、問題無いことが分かりましたので、このままで行こうと思います。

	木工事
	母屋小屋束　米松ＫＤ（5000×150×105）が￥9580となっていますが、梁材を見ると￥7980となっていますので、確認願います。
	すいません。5000ｘ180ｘ105＝9580の打ち間違えです。申し訳ありません。
	了解しました。
	
	

	木工事
	ホワイトウッドを杉ＫＤに変更の方向で考えていますが、先日の回答では、ホワイトウッドではない、大壁通柱の米松集成まで書いておられましたが、理由は何でしょうか？（米松集成を変える気はなかったので。しかも大壁通柱だけでしたし。）
	ねじれ、ひび割れを別とした場合の強度は差が無いと思いますが、杉の柱は芯持ち、通し柱は集成というのではなく、柱として同じ特性のもので揃えた方が、より安定した強度を保てると考えたからです。木材は少なからずそれぞれの特性を持っていると思いますので、その特性を揃えてあげる事も安定した強度確保につながるという考え方です。
	了解しました。

杉ＫＤに変更いたします。

杉ＫＤと一言で言っても、グレードがあるでしょうから、安くなったからと喜んでもいられませんが。
	グレードといっても、壁の中に入ってしまう柱ですので、それ程のグレードの差はありません。角が落ちていないピン角か、先端が少し角が丸くなるかといった違いで、強度には殆ど影響がありません。

上段の質問の繰り返しになりますが、通し柱を120角にする理由は、通し柱が二階の床の部分の構造材が穴加工や、仕掛けによって随分と削り取られる事から、太い柱を使用して強度を少しでも保っているという意味があります。
	了解いたしました。
○○杉などのブランドにこだわらなければ、品質や強度のばらつきは、あまりないのでしょうね。

とはいっても、年輪の詰まり方などは、全て同じというわけにもいかないでしょうから、少しでも強度的に有利なものを使えれば言いな～とは思います。

	木工事
	羽柄材のホワイトウッド（仮スジ、間柱）を杉ＫＤに変えることは可能ですか？変えるとしたら、金額はどうなりますか？
	真四角の柱に関してはお奨めできますが、板状の杉材になりますと、腰が弱く間柱にはあまり適さないと思います。

真のある材料は、芯を砕いてしまった場合、腰が弱くなってしまって、立てた場合、横に沿ってしまいます。ただ、当社の場合、横銅縁を入れますので、ある程度の強度は、保てるとしても出来る事であれば、使わないほうがいいかと思っています。金額は、多少と言う程度の金額は下がるという事です。
	ホワイトウッドもＫＤ材のようですが、杉ほどは弱くないということでしょうか？私の中では同程度かと思っておりましたが・・・。

ホワイトウッドを避けようとした場合、他に候補となる材種は何でしょうか？
	ホワイトウッドも杉材も、最近では殆どの材料がKD材（乾燥材）となっています。ホワイトウッドの場合は、加工しやすいという点から内装材に多く使われていますが、杉などの無垢材は、そのものの材料を乾燥していくという材料です。どちらが強いかと言う判断は難しいですが、私の感覚では、杉材は多少曲がる場合もあり、横からの力には弱いかなと思っていますが、自然乾燥ではなく、機械乾燥ですので、ねじれや、割れが出ないように除々に湿度を抜いていくという乾燥方法ですので、後の狂いが出にくいようになっています。

今現在使用している間柱材ですが、木材業者に確認しましたが、白木の材料（ホワイトスプルース、ドイツトウヒ、欧州トウヒの総称）を一般的にホワイトウッドといっていますが、フィンガージョイントした集成材もありましたが、現在使用している間柱材は、無垢材のソリット材と言うことです。
他の材種と言うと、現在は使っていませんが、栂材の間柱がありました。でも、シロアリの大好物と言う事で、今はあまり使っていませんね。
非常に説明が下手ですね。

私でも、どちらを選ぶというと、調べれば、調べるほど、難しい選択です。


	

	木工事
	ベランダ材の材質、寸法が書いてありませんが、何でしょうか？（間柱に比べ、管柱の価格が高いように思われます。）
	間柱は3000ｘ105ｘ27です。金額は3620÷（５入）の為５＝724です。

間柱は、3000ｘ105ｘ105で、金額は2820になります。金額の差は小さい体積の材料が、ｍ3単価が下がるのかもしれません。
	いずれも、微妙にホワイトウッドの価格と異なるようですが、材種は何でしょうか？

こちらもベランダ材ということで、湿気を帯びる可能性があるため、ホワイトウッドを避けたいと考えております。
	確認しましたが、少しずつの単価のずれがありましたが、間柱は、やはりホワイトウッドを使用するようになっています。たしかに湿気に弱いという認識からご心配されているのでしょうね。
出来るだけ湿気を抑える、結露を抑えることを目的にしている工法とご理解いただきたいと思います。
	高高住宅であることは理解しているのですが、場所がバルコニーだけに、本体と同じ気密性は取れないのでは？という心配があります。構造が分かっていないからだと思いますので、今度、お会いした時にでも、施工方法をご教示ください。

	建具工事
	主寝室のドアの型番が「CYM44BR-B-N」になっていますが、「CDM44BR-B-N」の間違いと思われます。
	その通りです。

恐れ入りました。
	了解しました。
	
	

	建具工事
	主寝室～納戸のドアの型番と単価の組合せが合っていないと思われるため、確認願います。（個人的には、部屋の中の引き戸なので、納戸や洋室Ａのドアと同じグレードまでは必要ないと考えています。）
	品番が合っていて金額が違うという事ですね。拾い出しの書類を確認しましたところ、主寝室から納戸の建具は、片引き戸と勘違いしていて、品番は建具の品番となっていますので、金額だけがちがっています。正式には引き違いの戸になりますので、建具が２枚、取手も２個となり、枠自体も変ってきます。正確には納戸建具の金額が正しいです。建具のグレードは、ウッドワンのソフトアートで見ていますので、統一した方がいいとは思いますが、選ぶ事もできます。


	了解しました。

実物を見ていないところなので、今後、決めたいと思います。現在のところは、このままで。
	
	

	塗装工事
	以前、聞いたかもしれませんが、どこを塗装するのでしょうか？（数量が床面積になっているので・・・。床を塗装ではないですよね。）
	塗装する部分は、外部の破風（屋根の廻りの部分）の塗装、軒裏の部分など、内部に関しては、吹き抜けの化粧筋交い等とあります。一般的に塗装工事や、金物費などは、これまでのデーターを元に面積に換算して割り出しています。
	了解しました。
	
	

	タイル工事
	ノンスリップ役物の5.9ｍとは何でしょうか？（玄関ポーチまでのアプローチ階段？）
	玄関ポーチの段になっている部分、ポーチも２段になっていますので、その段の角の部分は全て滑らない為の役物を使います。
	了解しました。

構造については、今後の詳細図面で確認させてください。
	
	

	雑工事
	ベランダFRP防水の数量16.0とバルコニー面積9.9との関係は？
	ベランダのｍ2数は、平面のみの面積になっています。防水工事は、平面のみならず、立ち上がり部分も防水を施さないと雨漏りの原因になる為、立ち上がりの周囲の高さ300ｍｍとして計算しています。
	了解しました。

(5.46＋2.73＋1.8)×２×0.3≒6.0
	
	

	電気工事
	申請費とは、誰が、どこに、何を、いつ、何のために申請するのでしょうか？また、費用の内訳（申請にかかる費用、手間代など）は？

私が行うことは可能でしょうか？
	電気の申請とは、電気工事業者がこの辺ですと、東京電力に仮設電気の申請をして、工事用の電気の手配をして頂きます

今度は、やはり、電気の業者が建物の図面に配線内容を書き入れて、東電に申請をして、検査の手続きをします。この場合、今までに経験はありませんが、申請者の工事資格が必要になるかもしれません。これについては、私も確認をした事が無く、今までの経緯の中では、全て電気業者に委託しておりましたので、自分で出来るかは確認しないとわかりません。
	了解しました。

相談ですが、仮設電気の申請については、「仮設工事費」で計上しておりますので、こちらと同じ電源を使うということはできないのでしょうか？

少なくとも書類の準備は、素人にできそうにありませんので、少しでも節減できないかと思いましたが、自分で申請するのは諦めますが。
	仮設工事費の中の、仮設水道、仮設電気の工事は、仮設水道については、建築確認申請が許可されて、その許可書を添付して、工事用水道の申請をして許可をもらい、工事用のこん柱を付けて工事期間中使用するものです。
仮設電気は工事が始まる時に、東京電力に仮設の申請をして、仮の電柱を立てて

使用料金は、使用量に関係なく一定料金の使用料で使うものです。

電気工事の中の申請は、完成してから生活の為に使用する電気の申請であって仮設の申請と、本申請とは性格の違うものになっていますので、同じ電源と言うことは出来ないのですが、説明が下手ですいません。
	再確認いたしますと、仮設工事費の「仮設水道・仮設電気」の費用は、工事期間中に太田建設殿が支払う一定の使用料金分であり、その申請は、電気工事を行う業者が行うので、その申請費として「電気工事」に費用を計上していると考えれば良いのでしょうか。


	給排水工事
	屋外給水工事の配管23.0というのは、どこからどこまででしょうか？（道路からエコキュートの設置位置までとしても、直線では敷地寸法から考えて15ｍ程度と思われますが）
	細かい数字までは把握できませんが、北側のキッチンまでは、約5ｍ（建物から離れている事も考慮して）玄関までも11ｍ、そこからメーターまでも４ｍくらいと、外部流しの分、配管から建物に入れる分をみても２３ｍくらいになるかと思いますが、正確には、図面に配管図を落として見ないと細かい数字までは、確認できないかもしれません。
	キッチンまでの部分は、屋内排水工事に含まれると思っていましたが、違うのですね。

詳細は、今後の図面で確認いたします。
	
	

	給排水工事
	屋外排水工事の配管23.0というのは、どこからどこまででしょうか？（道路から浴室又はキッチンまでとしても、直線では敷地寸法から考えて15ｍ程度と思われますが））
	給水工事と同じような意味かと思われます。
	同上
	
	

	屋内給水工事
	1F配管工事5.0とは、トイレ、洗面、浴室、キッチン、洗濯機？という理解で良いでしょうか？
	良いと思います。
	了解しました。
	
	

	屋内給水工事
	2F配管工事の数量が2.0となっていますが、トイレとどこでしょうか？
	トイレとトイレ内の手洗い器ですね。
	了解しました。
	
	

	屋内給水工事
	【給湯器・給湯工事】

設置・接続工とは、エコキュートの設置工事費に含まるのではないでしょうか。
	エコキュートの設置工事は、設置盤のコンクリートを打ち込んで、設置するという工事になります。それから、微調整も含めて、設備業者が配管接続も含めて設置を完了するという事です。
	了解しました。

エコキュートの設置と設備業者の配管接続は別なのですね。
	
	

	
	給湯配管工事は、屋内給水工事とは別でしょうか？（場所は、洗面、浴室、キッチンの３箇所？）
	給水管と、給湯管は別物です。それぞれを配管していきますので、項目としては分けて表示します。
	了解しました。
	
	

	
	追い炊き配管は不要では？

支持金物が追い炊き配管用であれば不要では？
	エコキュートの機能が追い焚き無しと言うことであれば必要ないと思いますが、通常さめた場合追い焚きがあったほうが経済的と言う点から付けています。

支持金物と言うのは、配管の立ち上がりや、管を動かないように固定する為の金物です。
	言葉足らずでした。

先日のメールで、絶縁パイプのことを確認した時に、ＩＮＡＸであれば強制循環追炊セットに配管が含まれると聞いていたため、別に必要なのか？という意味でした。
	メーカーの用意する部材はある一定の距離までとなっているため、そこからの接続部材は設備屋さんが準備をするようになっています。
	現在、４ｍの配管がついています。浴室のカタログを見ると10ｍの配管を選ぶこともできます。
足りればカットされる費用と考えて良いということですね。詳細図面ができれば、はっきりするのでしょう。

	屋内給水工事
	雨水工事の配管工事で35ｍ、10箇所の内訳は？
	雨水配管は家の周りを廻りますので、一周のｍ数と思ってください。

ＶＵ50は、雨樋からの落とし口を受ける数量です。
	了解しました。
	
	

	屋内給水工事
	器具のストレート水洗7.0とはどこにつけるのでしょうか？（洗濯用水洗は別にあるようですし、洗面、2Fトイレ、風呂、キッチンはそれぞれ付いてきますよね？）
	ストレート水栓は、直接水栓に繋いでいる場合、途中の止水栓が無い為、各水栓の手前の直線の配管部分につける止水栓という事で、浴室配管には必要なく、つける場所は、１階の洗面器の給水、給湯管の２箇所二階の洗面器の給水、給湯管の２箇所、キッチンの水栓の給水、給湯管に２箇所、キッチンの食洗器に１箇所と合計７箇所と言うことになります。
	了解しました。

現時点で、ビルトイン食洗器は諦める方向なので、１つは減りそうです。
	
	

	屋内給水工事
	器具取付費が一式となっていますが、ストレート水洗が無くなる場合、工事箇所は1箇所になると思いますが、減額されますよね。
	前記と同じです。
	了解しました。
	
	

	屋内給水工事
	その他の上下水道申請費とは、誰が、どこに、何を、いつ、何のために申請するのでしょうか？また、費用の内訳（申請にかかる費用、手間代など）は？

私が行うことは可能でしょうか？
	申請については、いつも各業者に御願いをしていて、専門の業者を信用するしかありません。確かに費用的には、人件費の分だけ自分で動いた場合、安く済むかもしれませんが、その業種の専門家に御願いする事によって、後々のアフターなども、お互い責任を持って出来ると考えています。
	う～ん。

アフターのことを言われると、正にそのとおりだと思います。

しかし、それにしても申請費で一式11万は、あまりに不親切かと思います。

少なくとも何をするかは確認をお願いします。（仮設水道申請の費用が含まれているなら、「仮設工事費」で計上している分と共用できませんでしょうか？）
	仮設工事の申請に関しては前に書いたような訳です。
上下水道の申請費の内訳を確認しました。

上水道申請費
図面作成、申請書類作成、申請費を合わせて、37.500.

現場調査費　6.250
検査立会い料　12.500

合計　　　56.250

下水道申請費も別の申請業務になりますので、同じように、56.250掛かるようです。

したがって、見積り項目として、上下水道申請費として計上しているところです。


	了解しました。
この「上下水道申請費」の中には、仮設水道の申請費は含まれていないということですね。

細かい費用内訳ありがとうございました。

	建具明細
	ホールの引違い（半外）のガラスの単価が￥15300となっていますが、￥13950と思われるため、確認願います。
	見積りの中で、厚みの表示がありましたが、３+１２+３と言う表示ですが

３が透明ガラスの厚み、１２が空気層、３が透明ガラスの厚みとなっており

２枚とも透明ガラスの組み合わせになっているのが、￥13950の定価になり

３+１２+４と言うのは、３は同じ透明ガラス、１２にも同じ空気層、４が型ガスを表していて、窓ガラスとしては、見えない方ガラスと言う事で、￥15300になります。
	了解しました。

ガラスの寸法の違いに気づきませんでした。お手数をお掛けし、申し訳ありませんでした。
	
	


以上ですが、業者に確認が取れず、私の記憶の中での回答になってしまいましたが、疑問点がありましたら、連絡ください。宜しく御願いいたします。　　　　太田建設株式会社　　　太田次男
